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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
五
二
年
五
月
二
七
日
(
金
)
午
後
一
時
半

l
五
時

「
環
境
法
の
国
際
的
動
向
1
1
最
近
の
二
つ
の
国
際
会
議
よ
り
|
l
l
」

報

告

者

五

十

嵐

清

北

海

学

閥

大

学

教

授

熊

本

信

夫

出

席

者

二

六

名

昭
和
五
二
年
度
第
一
回
の
法
学
会
で
は
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
国
外
の

会
議
に
出
席
さ
れ
た
、
五
十
嵐
教
授
お
よ
び
熊
本
教
授
か
ら
ご
報
告
を
受
け

た。
「
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ

γ
グ
外
国
お
よ
び
国
際
私
法
研
究
所
五

O
周
年
を
記
念

す
る
国
際
会
議
」
が
、
一
九
七
六
年
七
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
、
ハ
ン
ブ
ル

ク
で
開
催
さ
れ
た
。
会
議
の
全
体
の
テ
l
マ
は
「
弱
者
の
保
護
」
で
あ
り
、

こ
れ
が
、
「
環
境
保
護
」
、
「
消
費
者
保
護
」
、
「
正
義
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
の
三
つ

に
分
か
れ
て
い
た
。
五
十
嵐
教
授
は
、
「
環
境
保
護
」
の
部
分
に
つ
い
て
の
、

レ

l
ピ
ン
ダ
l
、
ボ
ヌ
ス
、
ゲ
ス
ナ
1
等
の
報
告
の
内
容
を
紹
介
さ
れ
、
ま

た
、
会
議
が
若
手
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
報
告
者
に
経
済
学
者
、
社
会
学
者

も
含
ま
れ
て
お
り
学
際
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
等
会
議
の
全
体
の
様
子
を

述
べ
ら
れ
た
。

な
お
、
会
議
の
報
告
は
、
同
州

m
z
r
N巳門的
nr『
E
E
F
t
-
5
-
E缶
詰

7
2
5
ι

z
g
g
ω
仲

FOE-2
司
コ
〈
白
骨
円
。
門
広
一
回
吋
白
田
氏
陣

ω
l
A
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

熊
本
教
授
は
、
〉
5
2
8コ
亡
者
同
ロ
由
民
吉
伸
。
と
〉
目
立

E
ロ
∞
民
〉
5
D
I

n-m昨
5
ロ
が
昭
和
五
二
年
四
月
に
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
に
お
い
て
開
催
し
た
、

土
地
計
画
と
開
発
規
制
に
つ
い
て
の
日
米
合
同
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
た
。
土
地
開
発
規
制
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
日
照
権
、
海
岸
保
護
、

空
港
規
制
、
環
境
問
題
に
対
寸
る
裁
判
所
の
役
割
等
の
テ
I
マ
に
つ
い
て
な

さ
れ
た
各
報
告
の
内
容
と
質
疑
応
答
の
内
容
を
概
括
的
に
述
べ
ら
れ
た
後

に
、
教
授
が
同
セ
ミ
ナ
ー
で
担
当
さ
れ
た
日
本
に
お
け
る
海
岸
線
に
つ
い
て

の
法
に
よ
る
保
護
と
そ
れ
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
お
け
る
海
岸
規
制
と
対
比
し
な
が
ら
報
告
さ
れ
た
。
討
論
に
お
い
て
も
、

こ
の
点
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

熊
本
教
授
は
、
御
自
身
の
さ
れ
た
報
告
を

A
S
E
8
2
]正
問
主

g
自
己

言
o
g
n
t
c
D
r可
一
白
老
古
』
名
目
当
と

zr宮
口
ば

E
Z
c
g
一一

S
L
1
5ロ
E
m

m
n
ぺu
の
各
表
題
で
、
北
海
学
園
法
学
研
究
第
一
一
一
一
巻
一
号
お
よ
び
三
号
に
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
同
二
回
す
に
は
、
右
セ
ミ
ナ
ー
で
報
告
さ
れ

た
ハ
ワ
イ
州
最
高
裁
判
事
国

F
E
E牛
耳
主
氏
の

J
，
Z
Eと
cmcZ5-

r
s
u
h
2
2
i
zロ
E
g
E
司

E常
在
3
3
の
表
町
胞
の
報
告
が
載
せ
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
。
な
お
、
会
議
の
全
体
に
つ
い

C
は
、
有
斐
開
発
行
の
環
境
法

研
究
に
紹
介
、
が
な
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
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O
昭
和
五
二
年
七
月
十
五
日
(
金
)
午
後
一
時
半
|
五
時

「
相
互
主
義
に
つ
い
て
」

報
告
者

楼

嘉

主主

問



報

出

席

者

十

九

名

相
互
主
義
は
、
一
般
的
思
想
と
し
て
も
人
聞
の
社
会
生
活
の
中
に
深
く
根

ざ
し
て
い
る
原
理
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
法
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
ま
ず
一

般
的
法
思
想
と
し
て
、
つ
い
で
具
体
的
な
法
的
要
件
と
し
て
種
々
の
形
態
を

と
っ
て
現
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
が
我
国
の
実
定
法
上
具
体
的
に
顕
れ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
国
家
賠
償
法
六
条
、
民
事
訴
訟
法
二

O
O条
四
号
、
破

産
法
二
条
に
つ
い
て
そ
の
問
題
性
を
概
観
し
、
モ
こ
か
ら
更
に
相
互
主
義
の

具
体
的
な
顕
現
形
態
、
関
連
概
念
と
の
異
同
の
倹
討
を
行
い
、
次
い
で
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
法
原
則
と
し
て
成
立
し
て
か
ら
の
栂
互
主
義
が
、
昨
叫
触
法
上

・
外
人
法
上
い
か
な
る
機
能
・
問
題
性
を
持
ち
う
る
か
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。

結
論
的
に
は
、
外
人
法
上
の
相
互
保
証
要
件
が
個
人
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も

酷
な
結
果
を
も
た
ら
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
判
例
・
学
説
の
相

互
保
証
要
件
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
基
本
的
に
打
定
さ
る
べ
き
こ

と
、
相
互
主
義
が
国
際
法
に
お
け
る
形
式
的
主
権
平
等
を
基
礎
に
し
た
法
原

理
で
あ
り
、
従
来
西
欧
諸
国
内
で
は
各
国
の
平
等
化
に
積
極
的
役
割
り
を
果

た
し
え
た
の
で
あ
る
が
、
現
代
間
際
法
に
お
け
る
実
質
的
平
等
性
の
観
点
か

ら
は
む
し
ろ
漸
次
廃
止
さ
れ
る
方
向
に
動
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
但

し
、
一
般
的
法
思
想
と
し
て
は
今
後
も
何
ら
か
の
機
能
を
も
ち
う
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

続
く
討
論
の
中
で
は
、
形
式
的
主
権
平
等
と
相
互
主
義
の
関
連
性
、
殊
に

人
権
に
お
け
る
ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
各
国
の
実
質
的
経
済
力
と
実

質
的
平
等
性
、
形
式
的
相
互
主
義
と
実
質
的
相
互
主
義
の
関
係
、
今
後
相
互

主
義
が
果
た
し
う
る
機
能
及
び
そ
の
法
分
野
等
が
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
の
一

雑

試
論
を
契
機
と
し
て
、
今
後
一
層
相
互
主
義
原
則
の
各
法
分
野
で
の
検
討
が

推
進
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

北法28(3・90)524

O
昭
和
五
二
年
九
月
一
六
日
(
金
〕
午
後
一
時
半
1
五
時

「
津
地
鎮
祭
最
高
裁
判
決
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者

村

陸

男

川

紀

勝

沢

弘

陽

(
報
告
順
〉

出

席

者

三

二

名

近
時
、
宗
教
と
国
家
を
め
ぐ
っ
て
、
た
と
え
ば
立
法
の
レ
ベ
ル
で
は
靖
国

神
任
国
営
化
法
案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
、
社
会
的
、
地
域
的
に
は
、
各
地
で

の
町
内
会
に
よ
る
社
寺
へ
の
寄
付
金
集
め
等
に
関
連
す
る
紛
争
が
発
生
し
て

い
る
。裁
判
の
レ
ベ
ル
で
も
、
牧
師
の
牧
会
活
動
に
よ
る
犯
人
蔵
匿
事
件
と
か
、

い
わ
ゆ
る
自
衛
隊
合
柑
訴
訟
等
が
任
会
的
に
も
関
心
を
も
た
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
三
重
県
津
市
が
主
催
し
て
市
体
育

館
の
起
工
式
を
神
式
に
則
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
政
教
分
離
を
定
め
た
憲
法
二

O
条
三
項
に
違
反
ナ
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
津
の
地
鎮
祭
違
憲

訴
訟
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
、
昭
和
五
二
年
七
月
三
二
日
大
法
廷
で
庶
審
名

古
屋
高
裁
判
決
を
破
棄
し
、
合
憲
の
判
決
を
下
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
法
学
会
で
は
、
こ
の
判
決
を
め
ぐ
る
問
題
を
三
名
の
方

に
分
担
し
て
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。

北
星
学
園
大
学
助
教
授

松笹中



法学会記事

中
村
教
授
は
、
ま
ず
、
政
教
分
離
原
則
の
比
較
、
法
的
状
況
に
つ
い
て
、
欧

米
諸
国
の
体
制
を
概
括
的
に
説
明
し
た
後
に
、
政
教
分
離
原
則
を
採
用
し
て

い
る
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
、
判
例
を
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。
つ
い

で
、
津
地
鎮
祭
違
憲
訴
訟
に
つ
い
て
、
地
裁
判
決
、
高
裁
判
決
、
最
高
波
判

決
多
数
意
見
、
少
数
意
見
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
綿
密
な
分
析
を
さ
れ
た

後
に
、
日
本
の
場
合
に
は
、
比
較
法
的
考
察
か
ら
は
必
ず
し
も
絶
対
的
な
政

教
分
離
原
則
が
導
き
出
さ
れ
る
わ
け
で
な
く
、
神
道
に
与
え
ら
れ
た
明
治
以

来
の
特
殊
な
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
憲
法
解
釈
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
高
級
少
数
烹
見
に
対
し
て
そ
の
理
由
づ
け
が
不

十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
を
指
摘
し
、
む
し
ろ
、
多
数
音
引
見
の
一
般
的

な
判
断
基
準
を
大
筋
と
し
て
承
認
し
た
上
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
な
お
違
憲

で
あ
る
と
い
う
結
論
を
山
せ
た
の
で
ぽ
な
い
か
と
結
ば
れ
た
。

笹
川
助
教
授
は
、
最
高
裁
多
数
意
見
が
従
来
の
通
説
に
従
っ
て
、
憲
法
二

O
条
三
項
の
政
教
分
離
原
則
を
い
わ
ゆ
る
「
制
度
的
保
障
」
と
解
し
、
信
教
の

自
由
の
よ
う
な
基
本
権
的
、
自
由
権
的
性
絡
を
谷
定
す
る
と
い
う
前
提
か
ら

出
発
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を
表
明
さ
れ
た
。
ず
な
わ
ち
、
カ
ー
ル

・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
制
度
的
保
障
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
綿
密
に
検
討
し

た
上
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
「
制
度
」
と
個
人
(
の
自
由
)
と
の
関

係
が
十
分
に
つ
き
つ
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
「
制
度
的
保
障
」
で
い

う
「
制
度
」
と
は
、
一
定
の
形
式
を
も
っ
た
組
織
体
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
、

政
教
分
離
原
則
で
い
う
制
度
は
そ
の
よ
う
な
組
織
を
意
味
し
な
い
w
}

と
、
「
制

度
的
保
障
」
は
国
家
内
に
存
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
政
教
分
離
の
原
則
は
、

国
家
と
宗
教
を
分
離
し
て
、
宗
教
を
「
国
家
の
外
」
に
、
あ
る
い
は
、
「
国
家

を
越
え
て
」
お
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
政
教
分
離
の
原
則
を
制
度
的
保
障
の
論

理
で
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
「
制
度
的
保
障
」
は
「
一
般
的
自

由
」
に
対
し
て
「
補
充
的
」
地
位
に
あ
る
が
、
政
教
分
離
の
原
則
は
信
仰
の

自
由
に
対
し
て
「
補
充
的
」
地
位
に
あ
る
と
は
い
え
危
い
こ
と
を
あ
げ
ら
れ

た
上
で
、
ア
メ
リ
カ
法
に
由
来
す
る
政
教
分
離
の
原
則
の
規
定
を
ト
イ
ツ
法

の
論
理
で
あ
る
「
制
度
的
保
障
」
の
概
念
で
解
釈
す
る
こ
と
に
そ
も
そ
も
無

理
な
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
。

松
沢
教
授
は
、
地
鎮
祭
な
い
し
神
道
の
宗
教
ハ
行
事
〉
性
、
が
公
け
の
場
で

争
わ
れ
る
場
合
の
利
告
関
係
者
の
主
張
に
見
ら
れ
る
あ
る
種
の
パ
ラ
ド
ァ
ク

ス
か
ら
話
を
始
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ば
被
告
側
に
あ
る
神
道
・
神

社
側
は
、
一
般
的
に
は
、
祭
り
の
尊
さ
を
説
き
、
「
教
化
活
動
は
ま
つ
り
に
始

ま
り
ま
つ
り
に
終
る
」
、
「
ま
つ
り
の
手
ぶ
り
は
所
謂
沈
黙
の
雄
弁
で
あ
り
、

最
も
偉
大
な
説
教
で
あ
る
。
:
:
:
ま
つ
り
の
精
神
を
積
極
的
に
日
常
化
し
、

生
活
の
隅
々
に
ま
で
こ
れ
を
持
込
む
の
が
教
化
活
動
で
あ
る
」
と
し
て
い
る

の
に
、
裁
判
の
場
で
は
、
地
鎮
祭
に
つ
い
て
の
参
列
者
の
意
識
を
よ
り
ど
こ

ろ
に
し
て
、
こ
う
い
う
式
は
「
宗
教
的
活
動
」
で
な
い
と
主
張
し
、
他
方
、

い
わ
ば
原
告
側
に
あ
る
他
宗
教
の
人
々
や
違
憲
を
論
じ
る
学
者
は
、
一
般
に

は
、
個
人
の
魂
の
救
済
を
日
的
と
す
る
宗
教
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
神
道

は
、
よ
り
原
始
的
で
あ
り
、
宗
教
的
性
格
が
稀
薄
だ
と
し
、
ま
た
、
日
本
の

非
宗
教
的
風
土
に
つ
い
て
語
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
の
場
で
は
、
地
炉
、

祭
は
「
宗
教
的
活
動
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
点
を
指
摘
さ
れ
た
。

教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
の
中
に
も
感
じ
て
き
た

違
和
感
を
正
し
く
問
題
を
解
決
す
る
方
向
で
克
服
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

-jt法28(3・91)525



報

従
来
の
宗
教
の
定
義
が
、
西
洋
に
お
け
る
そ
れ
、
と
く
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を

基
準
に
し
て
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
反
省
し
、
日
本
と
い
う
場
に
即
し
た
宗

教
の
定
義
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
と
も
関
連
す
る
が
、
重

要
な
こ
と
は
、
神
社
、
神
道
に
つ
い
て
そ
の
内
容
実
態
を
歴
史
的
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
の
研
究
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
裁
判
関
係
者

に
と
っ
て
も
明
治
以
来
の
国
家
神
道
し
か
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
と
述
べ
ら

れ
た
。
こ
の
点
、
主
に
柳
田
国
男
の
研
究
に
依
り
な
が
ら
、
現
在
「
神
道
」

と
い
わ
れ
る
も
の
は
廃
史
的
に
は
非
常
に
新
し
く
明
治
以
来
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
共
同
体
の
人
々
に
よ
っ
て
祭
ら

れ
て
い
た
、
氏
神
、
産
土
の
神
・
社
が
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
、
伊
勢
神
宮

を
頂
点
と
ず
る
国
家
神
道
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
!
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
祭
り
の

仕
方
も
統
一
さ
れ
、
神
官
も
官
僚
化
し
て
、
神
道
そ
の
も
の
が
そ
れ
以
前
の

も
の
か
ら
ひ
ど
く
歪
め
ら
れ
た
の
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
敗
戦

後
の
神
道
指
令
に
よ
っ
て
も
、
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

l
の
頂
点
が
切
り
離
さ
れ
た
だ

け
で
、
神
校
本
庁
の
下
に
組
織
さ
れ
た
多
く
の
神
社
は
明
治
政
府
の
宗
教
政

策
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
特
異
た
体
質
を
も
っ
た
空
ま
の
社
会
集
団
と
し

て
残
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
日
本
人
の
宗
教
的
無
関
心
と
い
う
も
の

も
、
突
は
、
各
地
の
社
が
国
家
神
道
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

l
に
組
み
込
ま
れ
「
整

理
統
合
」
さ
れ
て
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
そ
の
一
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た
。

最
後
に
、
松
沢
教
授
は
、
日
本
人
の
宗
教
的
無
関
心
と
い
わ
れ
る
も
の

が
、
宗
教
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
そ
の
立
場
か
ら
は
っ
き
り
し
た
態
度
を

と
ろ
う
と
す
る
者
が
出
て
く
る
と
限
に
見
え
な
い
圧
力
で
う
や
む
や
の
う
ち

雑

に
、
し
た
が
っ
て
法
に
訴
え
て
自
衛
す
る
こ
と
も
し
に
く
い
ま
ま
に
押
し
つ

ぶ
す
危
険
性
、
宗
教
に
無
関
心
で
あ
る
が
ゆ
え
の
宗
教
的
不
寛
容
に
つ
い
て

の
危
険
を
指
摘
し
て
報
告
を
了
え
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
報
告
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
つ
い
て
、
ま
た
、
特
に

国
家
と
宗
教
を
め
仁
る
紛
争
を
、
裁
判
的
に
解
決
し
て
ゆ
く
こ
と
の
政
策
的

当
否
等
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
問
題
が
多
岐
に
わ
た
っ
た
た
め
、

必
ず
し
も
す
べ
て
の
議
論
が
う
ま
く
か
み
合
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

が
、
各
出
席
者
は
、
宗
教
と
国
家
の
問
題
、
神
道
一
の
庵
史
性
に
つ
い
て
一
層

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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